
光の中で···   松下幹生 

 

春の午後  木陰のベンチ 寝転んで 
ぼんやり空を 眺めてた 
突然顔が  降ってきて 
俺の名を呼ぶ  あの娘の顔が  目の前に 
仕事中でしょ  サボッちゃダメ！と 
優しく叱り  走って逃げる 
眩しく光る  君が居た 

 
夏の宵  ビアガーデンで  飲んでると 
怪しくなった  空模様 
突然雨が  降ってきて 
僕の上着を  被って逃げる  君と僕 
雨オトコだなぁ  フラれっぱなし！ 
濡れた前髪  妙に色めき 
妖しく光る  その瞳 

 
秋冬と  時間は過ぎて  また春に 
白いベールの  君と立つ 
突然拍手が  包み込む 
ライスシャワーの  洗礼受ける  晴れやかさ 
今日のあなたは  とっても素敵！ 
君の方こそ  オーラに満ちて 
しあわせ光る  今、二人 


